
  
こども園 トピックス 

～１１月 こんなことをしてあそんだよ～ 

２０２２．１２．彩都けいあい 
 
こどものアトリエに向けて、クラスで製作活動をしていることもあり、こども園内でも自分の

クラスは何を作っているかという話題で盛り上がっています。こども園で製作をする際には、

日々の経験の積み重ねもあり難しい活動にも意欲的に取り組む姿が増え、成長を感じたこと

です。アトリエ当日はこども園での日々の様子などをお伝えする模造紙もＦＯＸの窓に 
飾っていますので、ぜひご覧下さい。 
 

年少 

『まっかな秋』 

１． 

 
 
 
 
 
２． 

・登園時や降園時、少しづつ寒くなってきました。ジャンパー等上着を着用する時は必ず記名 

をお願いします。また、外あそびの際 寒い時は上着を着て遊ぶ事もありますので、なるべく

汚れても良い物で登園して下さい。 

・降園時に、Ｃ棟１Ｆピロティ―で子ども達が遊ぶ姿があります。レインボーのバスの出入り

もありますので、お迎えの後は速やかにお引き取り頂きます様 お願い致します。 

・上靴の名前が消えたり、水筒の名前が消えかかっているものがあれば、再度記名をお願い致

します。 

♪今月のうた♪ 

＜お願い＞ 

 

 

年中 

『秋の空』 

１．寂しい時は草に寝転び 
  空を見上げて笑ってごらん 
  秋の空 高い空 雲の上まで 
  手が届くかな 
  秋の空 高い空 僕の声 
  天まで届け 
 
２． 嬉しい時は腕を伸ばして 
   空を見上げて笑ってごらん 
   秋の空 深い空 雲の上まで 
   手が届くかな 
   秋の空 深い雲 僕の声 
   天まで届け 
   どこまでも透き通る空に向かって 
   飛び出そう 今 風に向かって 
   ※くりかえし 
    
 

 
＜みのむしをつくったよ＞ 

コーヒーフィルターを使ってみのむしを作りました。 

絵を描くのが好きなこともあり、好きな模様を描く 

時には単純な模様だけではなく、様々な形を組み 

合わせて複雑な模様にしたりと工夫しながら描いて 

いました。 

また、柄のついた紙を切る時には 1つ 1つ長さを揃え

たり、沢山貼れるように小さく切ったりと、自分達で

工夫している姿にクラスでの経験も活かされている

のだと感じたことです。作品も可愛らしい物に仕上が

りました。 

 

☆年少の保育☆ 

 
＜どんぐりを作ったよ＞ 

画用紙を土台にして年少組はどんぐりを作りました。

目を切る時には「小さい丸も切れる様になったよ！」

と言って集中してはさみを扱うことも出来ました。 

また、クレパスで目の中や口を描きどんぐりが完成 

すると「先生出来たよ！見て！」と嬉しそうに見せて 

くれました。 

出来上がった作品を友達と見せ合いっこしたりと楽し

んで活動に参加することが出来ました。 

☆年中の保育☆ 

＜サンタクロースランタンを作ったよ＞ 

年中組は、クリスマスに向けてサンタクロースの 
顔のランタンを作りました。 

ペットボトルに和紙をちぎって貼ったのですが、 
色んな大きさにビリビリに破ってちぎることを 
楽しみながら取り組んでいました。また、製作中

もサンタクロースの話題になり、「サンタさんに

こんなプレゼントをもらいたい！」とクリスマス

を今から待ちわびており、嬉しそうに話していま

した。完成したランタンを見つめながら、持ち帰

る日を楽しみにしている子ども達です。 

 年長 

『夕焼け小焼け』 

１．夕焼け小焼けで 日が暮れて 
  山のお寺の鐘が鳴る 
  おてて繋いで みな帰ろ 
  カラスと一緒に帰りましょう 
 
２．子どもが帰ったあとからは 
  丸い大きなお月様 
  小鳥が夢を見る頃は 
  空にはキラキラ 金の星 
 

 

☆年長の保育☆ 

 

 

 

真っ赤だな 真っ赤だな 
つたの葉っぱが 真っ赤だな 
もみじの葉っぱも 真っ赤だな 
沈む夕陽に照らされて 
真っ赤なほっぺたの君と僕 
真っ赤な秋に囲まれている 

真っ赤だな 真っ赤だな  
烏瓜って 真っ赤だな 
とんぼの背中も 真っ赤だな 
夕焼け雲を指差して 
真っ赤なほっぺたの君と僕 
真っ赤な秋に呼び掛けている 

 

※ 

 


